
　　　2020 年に入り、 パラ

リンピック種目の紹介が増え

ています。

　　　パラリンピック

開催時には、 ぜひ、

会場に足を運んで

ください。

　　3 月 1 日、 世界中の ITO( 審判員） から連絡が入

りました。RIP と多くの審判員が書いています。RIP（REST  

IN PEACE) どなたか亡くなった？

　本当に驚いたことに、 スーパーヘビー級の世界記録

保持者のラーマンが亡くなった、 という報道が入り、 心

の底から驚愕しました。 ラーマンは、 東京では、 320 ｋ

ｇを超える記録を出すはずでした。 ラーマンは、 東京

パラの大スターになるはずでした。 ラーマン目当ての

お客さんがあの国際フォーラムを満杯にする予定でし

たーーー。 何という、 不運。 心筋梗塞で、 わずか 31

歳の生涯を閉じてしまいました。

　上の新聞の写真がラーマンです。

　RIP、 ご冥福を心よりお祈り申し上げます。



全日本選手権大会は、

専門学校とのコラボで

大会づくり

　昨年から専門学校とコラボすることで、大会が作れないか模索している。オリンピック、パラリンピックというとメジャー

競技は私たちの連盟とは、 大会を作り上げるのに、 予算規模が二けたは違う。 私たちもアジア大会、 全日本、

テストイベントとできるだけの予算を使って、 選手が主役の舞台を作る工夫を重ねてきた。 東京パラリンピックまで

はそれなりに予算も集まるが、 そのあとを考えると、 いつまでも助成金だより、 寄付だよりでは、 大会規模は小さ

くならざるを得ない。

　日本工学院八王子専門学校の先生が、うちの生徒が専門性を生かして、音楽や、映像を作り、それを、パラパワー

リフティングの大会づくりに使えないか、 と、 またとないご提案をいただた。 使う音楽は、 全部、 音楽家の生徒さ

んの作曲、 使う映像は、 映像学科の学生さんのビデオ、 と、 世の中に出る一歩手前で、 パラパワーを利用して

いただいて、 世の中にデビューを果たしていただく。 こんなありがたいコラボが本年も実って、 全日本大会を作り

上げることができた。 このコラボに興味を持ってくださった新聞が全日本づくりを大きく紹介してくださった。 東京

パラリンピック後も、 ぜひ、 このコラボが続けられたら、 と、 期待している。







２００９年アジア選手権、 白のワイシャツ中央が上野浩幸氏








